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　目的：RI画像の診断能向上のため、雑音を消去し

真の情報を抽出する画像処理が必要であることは言を

またず、われわれはディジタル・ブイルタリング処理を理

論的に検討し、臨床応用に導入して成果をおさめてき

た。今回、さらに有効適切なフィルタリングのための伝

達関数ならびに遮断周波数の設定について検討を加え

てみる。

　方法ならびに対象：RI画像2次元マトリックスは、

われわれのミニコンピュータにお・いては、64×64で1マ

トリックスあたり、8ビットすなわち255カウントまで記

憶可能である。2次元画像処理は、可分形ディジタル・

フィルタを用いれば1次元処理問題に帰着するので、今

回は1次元データについて検討した。われわれのミニコ

ンヒュータで」ま、1次元データのとりうる種類（組合せ）

は256caあるが、そのうち、欠損像の巾、位置、深さ

を種々変化させたところの数十の組合せのデータにつ

いて、その周波数特性を求め検討した。

　結果：とるべき欠損像の巾により、そのデータの振

幅特性のパターンが変化し、その深さは、信号成分の

振幅に関係していることが確認された。欠損像の位置

は位相特性に関係し、振幅特性には直接関与しないこ

とが確認された。

　考案ならびに結語：今回の結果は、欠損像が種々の

条件のもとにある場合、その信号成分をおとさないた

めの遮断周波数の決定に有用な情報を与えた。さらに

データの条件、すなわち、各マトリックスでのカウント

数などの条件により、雑音と区別し得る最小の欠損像、

すなわち信号成分の推測にも役立ちうるものと考える。
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　サイクロトロンで生産されるポジトロン放出核種13N

を用いた動態機能検査の開始にともない，現在まだ同

時計数型の高速ポジトロンカメラが設計段階であるた

め，ガンマカメラに既存のヨード用コリメータを用い

てポジトロンイメージングを試みた。

　使用したコリメータは1800孔で，その幾何学的寸

法は孔径6晒，隔壁厚2㎜，孔長80mのものである。

当然のことながら，このコリメータはポジトロンの消

滅γ線に対してコリメータの機能を十分果たさない。

すなわち，消滅r線に対する点線源応答は通常の低エ

ネルギーr線に対する点線源応答（ピーク成分）と隔

壁透過によるブロードな成分とから成り，後者はとく

にコリメータの孔の配列に沿つて強い方向性を示す。

18F点線源を用いて測定した消滅r線に対するコリメ

ー タの点線源応答は，線源の位置にも依存するが，隔

壁透過による成分の強度はすべてピーク値の10％以下

であつた。また，例えばコリメータ表面から12cm離し

た点線源に6・n厚のルサイト散乱体を挿入した場合の

点線源応答では，隔壁透過による成分は全計数値の652

％，ピーク成分のそれは36．8％であつだ。

　このような隔壁透過による特異な点線源応答を修正

する方法については別に報告（画像処理によるコリメ

ー タ隔壁透過の修正：田中，野原）したが，ここでは

その第一段階として，実験的に得られた点線源応答か

らその中心のピーク成分を切りとつて単位体積に正規

化したものをbl（ig　y）とし，これからkδ（ng　y）＋

（1－k）b1（x，　y）なる関数を作製してこれをフィルタ

ー とし，逐次近似法で修正した。こsにδ（x，y）はデ

ルタ関数，kは切りとつた部分の全体に対する割合で

ある。上記の1tiF点線源応答を64×64マトリ・クスに収集

し，これに修正処理を行い，3回の逐次近似により隔

壁透過成分の強度をピーク値の2％以下に下げること

ができた。たYし，本法は点線源応答が線源距離に依

存するので，その修正処理がどの距離の点線源応答か

ら作製したフィルターであるかによつて変わつてしま

うという問題を含んでいる。また，装置としては高計

数率特性の問題がある。
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